
　ワセダの3文字は卒業しても「心のふるさと」であり続け、たくさんのOB/OGたちを引き付ける魅力を持ってい

る。その魅力を一言で片づけるのは難しいが、魅力の一つはやはりワセダのスポーツ観戦である。ワセダのスポー

ツ観戦ほど選手、観客一体となって盛り上がるものはない。「ワセダでよかったア」と感じる瞬間が、また明日の

活力を生み出してくれる。各早慶戦、箱根駅伝、秩父宮のラグビーなど、多くの名場面を見せてくれ、感動する。

　1976年次稲門会「繋がるchain」のスポーツ観戦に参加して、各世代の方たちと臙脂の旗を手に持ち、一体と

なって「心のふるさと」をもう一度呼び戻しませんか。シーズンごとにお誘いします。フレーフレーワセダ。

　また、ワセダスポーツが重ねてきた歴史にも目を向けて、いくつもの感動秘話を掘り起こしていきたいですね。

プログラムは、桜の時期の早慶レガッタ（隅田川）を皮切りに、野球の早慶戦、ラグビー、テニス、サッカー、

箱根駅伝とメジャーなものから、バスケ、相撲、フェンシング、卓球、ハンドボール等々隅々までワセダ

スポーツマン・ウーマンの母校の名誉をかけた戦いの応援を通じて繋がるchainを強くしていきたいと思います。

（上；早慶ラグビー　下左；神宮球場早東戦　下右；箱根駅伝3区藤沢校友会にて　松本賢悟撮影・記）


